
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3035 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 言語文化 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 「精選 言語文化」 （明治書院） 

副教材等 

「体系古典文法 九訂版」（数研出版）、「体系古典文法 準拠ノート 四訂版」（数

研出版）、「体系漢文 三訂版」（数研出版）、「ポイント書く解く マスター古典

２ 二訂版」（京都書房）、「新訂総合国語便覧」（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・必ず丁寧な予習を行ってから授業に臨みましょう。なお、予習ノートをはじめとする家庭学習の成果物

は定期的に提出してもらいます。日々少しずつで構わないので、計画的に取り組みましょう。 

・授業は「教え合い」を目標とします。新出の知識がたくさん登場して大変かもしれませんが、最終的に

は他者に教えることを意識し、ノートの取り方を工夫するなど、授業には主体的に参加してください。 

・古典は音読も重要です。少しでも古典世界に親しむためにも、授業内外を問わず、音読しましょう。 

・文学的な文章は登場人物の心情を理解できるようになることを目標として、本文を読みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 我が国の言語文化の担い手としての自覚を養い、文学的な文章への理解を深めるために必要な資質・

能力を、次のとおり育成することをめざす。 

（１）文法や語彙を理解し、文章読解に役立てられるようにする。 

（２）時代の異なる文学的文章を読むことで、異時代人の生活や文化を想像するとともに、現代文化と 

の異同について自らの意見を伝えられるようにする。 

（３）計画的で継続的な学習を通して読書や言語そのものに親しみを持つことで、我が国の言語文化の 

担い手としての自覚を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

 古典文法や漢文の句法、そ
の他文章読解に必要な語彙を
理解し、文章読解に役立てて
いる。 

 時代の異なる文学的文章を「読む」
ことで異時代人の生活や文化を想像
できている。 
 また、現代文化との異同について
思考を及ばせ、自らの意見を「書く」
ことや「話す」ことで他者に伝えてい
る。 

 我が国の言語文化の担い手と
しての自覚を養うために、計画
的・継続的な学習を通して、読
書や言語に親しもうとしてい
る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

古典を現代の言葉で書き換える 

漢文の訓読に親しむ 
ａ：古典の世界に親しむために必要な文語

や訓読のきまりや、古典特有の表現などに

ついて理解することができる。 

ｂ[書]：用言を主として、基本的な内容につ

いて、古典を現代語に書き換えられる。 

ｃ：積極的に古典の理解を深めようとしてい

る。 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 
［教材］ 

（古文） 

『宇治拾遺物語』「児のそら寝」 

『竹取物語』 

「かぐや姫の生ひ立ち」 

『徒然草』 

（漢文） 

『戦国策』「蛇足」 

文法や和歌の修辞技法を理解

する 

ａ：用言や助動詞、修辞技法について理解

することができる。 

ｂ[読]：作品の内容や解釈を踏まえ、他者

の意見と比較することで、自分のものの見

方、感じ方、考え方を深めることができる。 

ｃ：積極的に他者の意見を理解しようとする

とともに、作者の意図を汲み取り、自分の考

えにいかそうとしている。 

ワークシート 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

［教材］ 

（古文） 

『十訓抄』「大江山」 

『伊勢物語』「芥川」「筒井筒」 

寓話から教訓を読み取る ａ：使役形などの句形の構造について理解

している。 

ｂ[読]：寓話的な漢文から教訓を読み取るこ

とで、自らの考え方を深めることができる。 

ｃ：積極的に古典の理解を深めようとしてい

る。 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシート 

［教材］ 

（漢文） 

『世説新語』「断腸」 

二
学
期 

古典世界の文化を理解し、登場

人物や作者の心情を理解する 

ａ：助詞や敬語、漢詩の構造について理解

し、これまで学習した文法を読解に役立て

られる。 

ｂ[読]：古典世界の人々の感情の機微を理

解することで、自分の感受性を深めることが

できる。 

ｃ：物語や詩から読み取れる古典世界と現

代との異同について積極的に意見を述

べ、他者と協働し、古典世界への理解を深

めようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 
［教材］ 

（古文） 

『枕草子』「中納言参りたまひて」 

『徒然草』「花は盛りに」 

『土佐日記』「門出」「帰京」 

（漢文） 

漢詩「春暁」「春望」 

登場人物の心情や行動の意図

を理解する 

ａ：登場人物の心情は文脈をふまえることで

把握できることを理解している。 

ｂ[読]：文章の内容や構成、展開などにつ

いて、叙述を基に的確にとらえ、内容の解

釈を深めることができる。 

ｃ：登場人物の心情を理解するにあたり、自

分の考えを客観的に述べ、他者の意見を

ふまえながら、より的確な理解につなげよう

としている。 

ワークシート

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

［教材］ 

（近現代文） 

『羅生門』 

三
学
期 

長編古典を読み解く 

ａ：既習事項を基に自力で古典の読解を行

える。 

ｂ[読]：軍記物語の読解を通して、歴史上の

出来事を理解し、その出来事に関わる

人々の心情を理解することができる。 

ｃ：積極的に他者に自らの解釈を伝えようと

するとともに、軍記物語の読解の感想を的

確に伝えようとしている。 

定期考査 定期考査 ワークシート 

ノート 

振り返りシート 

［教材］ 

（古文） 

『平家物語』「木曽の最期」 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （  ０  ）時間 

  ・書くこと      …  （ ７～15 ）時間 

  ・読むこと      …  （ 90～98 ）時間 

登場人物の心情変化を的確に

とらえ、複数の解釈を比較する 

ａ：既習の作品を踏まえ近代小説の特徴を

理解したうえで、登場人物の心情変化を論

理的に読解できる。 

ｂ[読]：文章の内容や構成、展開などにつ

いて、叙述を基に的確にとらえ、内容の解

釈を深めることができる。 

ｃ：積極的に他者の意見の理解に努めるこ

とで、自らの考えと他者の考えを比較しよう

としている。 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

［教材］ 

（近現代文） 

『待つ』 

漢文世界と現代日本のつながり

を考える 

ａ：既習事項を踏まえ、本文の内容を正確

に理解できている。 

ｂ[読]：漢文から史実や思想を読み取ること

で、自らの考え方を深めることができる。 

ｃ：漢文世界と現代日本とのつながりについ

て積極的に考え、他者の意見をふまえて、

自らの見解を深めようとしている。 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

振り返りシート 

［教材］ 

（漢文） 

『論語』 

『十八史略』 

「鶏口牛後」 


